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「
ウ
ズ
」
に
つ
い
て
（
迫
野
）

大
乗
ノ
根
器
ヲ
接
シ
用
ズ
（
同

27
ウ）

龍
門
山
ノ
頂
キ
ト
見
羊
ズ
（
高
国
代
抄
巻

向
見
様
ズ
（
同

27
ウ）

喚
ビ
醒
シ
タ
ト
ミ
羨
ズ
（
同

36
ウ）

其
ノ
儘
銀
箱
ト
ミ
ヤ
ウ
ズ
（
大
淵
代
抄
巻

「
ウ
ズ
」
に
つ
い
て

ー
ウ
）
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助
動
詞
の
「
ヨ
ウ
」
は
、
関
西
系
よ
り
も
東
国
で
早
く
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
有
力
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
東
国
系
抄

物
（
曹
洞
宗
僧
侶
撰
述
の
カ
ナ
抄
）
を
資
料
に
助
動
詞
「
ヨ
ウ
」
の
成
立
を
考
え
ら
れ
た
外
山
映
次
氏
は
、
①
「
ク
レ
ウ
ズ
」
と
同
時
に
「
ク

レ
ヤ
ウ
ズ
」
の
よ
う
な
表
記
が
あ
る
こ
と
、
②
「
羊
」
「
用
」
の
よ
う
な
字
音
を
借
り
用
い
て
、
拗
音
で
は
な
く
「
ミ
・
ヨ
ウ
（
羊
）
」
の

よ
う
に
割
っ
て
発
音
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
、
す
で
に
一
部
助
動
詞
「
ヨ
ウ
」
が
発
生
固
定
し
て
い
た
の

(
l
)
 

で
は
な
い
か
と
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
東
国
系
抄
物
に
は
次
の
よ
う
な
「
ヨ
ウ
」
表
記
が
見
ら
れ
る
。

迫

野

虔

徳

ー

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



こ
の
「
ヨ
ウ
」
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
大
塚
光
信
氏
に
動
詞
の
音
節
数
（
特
に
語
幹
一
音
節
語
の
先
行
、

幹
と
そ
れ
以
外
）
に
よ
っ
て
遅
速
が
あ
っ
た
と
す
る
別
の
見
解
が
あ
る
が
、
東
国
系
の
方
が
関
西
系
よ
り
「
ヨ
ウ
」
の
か
た
ち
が
先
行
し
て

(
2
)
 

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
認
め
る
点
は
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
右
に
一
部
引
用
し
た
例
に
み
る
よ
う
に
東
国
系
抄
物
の
そ
れ
は
「
ウ
」
「
ヨ
ウ
」
で
は
な
く
、
「
ウ
ズ
」
「
ヨ
ウ
ズ
」
の
か
た
ち

で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ム
」
「
ム
ズ
」
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
、
別
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ほ
と
ん
ど

完
成

第
五
段
階

下
二
段
型
助
動
詞
承
接

（
こ
の
間
、
上
一
段
「
見
る
」
の
類
及
び
サ
変
動
詞
承
接
の
も
の
は
、
「
ウ
」
「
ヨ
ウ
」
の
ゆ
れ
）

第
四
段
階
そ
の
他
下
二
段
動
詞
承
接
（
カ
ガ
ラ
行
は
遅
れ
る
）

第
一
段
階

カ
ミ
破
ラ
レ
ッ
カ
ン
デ
ヒ
ッ
サ
カ
レ
ウ
ズ
（
大
淵
代
抄
巻
一

の
よ
う
な
「
ヨ
ウ
」
を
分
出
し
な
い
も
の
も
あ
り
、
「
ヨ
ウ
」
成
立
の
途
次
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
外
山
氏
は
、
「
ヨ
ウ
」
の
発
生
生
成
過
程

を
次
の
よ
う
に
想
定
し
て
、
東
国
系
抄
物
で
は
第
四
段
階
は
な
お
「
ウ
」
「
ヨ
ウ
」
相
半
ば
し
て
い
る
が
（
乱
リ
ヤ
ウ
ズ
〈
高
国
代
抄
〉
の

よ
う
な
拗
音
表
記
も
あ
る
）
、
第
三
段
階
以
前
は
す
で
に
「
ヨ
ウ
」
の
か
た
ち
が
固
定
化
し
て
い
た
、
こ
れ
は
、
「
ヨ
ウ
」
を
分
出
し
な
い

当
時
の
関
西
系
の
状
態
（
わ
ず
か
に
イ
ヨ
ウ
〈
射
・
居
〉
の
例
が
見
ら
れ
る
）
に
比
べ
て
明
ら
か
に
東
国
系
が
先
行
し
て
い
た
こ
と
を
示

第
二
段
階

第
三
段
階

ワ
ヤ
行
上
一
段
動
詞
承
接

そ
の
他
上
―
一
段
動
詞
承
接

ア
ハ
ヤ
ヮ
行
下
二
段
・
ハ
ヤ
行
上
二
段
動
詞
承
接

し
て
い
る
と
さ
れ
た
。

何
ニ
ガ
許
シ
ナ
サ
令
ズ
（
巨
海
代
抄
上
）

し
か
し
、
な
お
、

芭

一
音
節
語
で
も
母
音
一
音
節
語
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「
ウ
ズ
」
に
つ
い
て
（
迫
野
）

ウ
ニ
ハ
」
以
外
に
は
使
用
例
が
な
い
。

文
末
は
す
べ
て
「
ウ
ズ
」
の
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。

「
ウ
ズ
」
の
か
た
ち
で
現
れ
る
東
国
系
抄
物
に
よ
っ
て
「
ヨ
ウ
」
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
は
、
「
ウ
ズ
」
の
場
合
の
変
化
を
参
考
に
間
接
的

に
「
ウ
」
か
ら
「
ヨ
ウ
」
へ
の
展
開
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

い
ま
二
、
三
の
東
国
系
抄
物
に
つ
い
て
「
ウ
（
ヨ
ウ
）
」
と
「
ウ
ズ
（
ヨ
ウ
ズ
）
」
の
使
わ
れ
か
た
を
調
べ
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
「
ウ
ズ
」

の
使
用
例
が
多
く
、
「
ウ
」
の
用
例
は
少
数
で
あ
る
。

『
巨
海
代
抄
』
（
天
正
末
よ
り
慶
長
頃
ま
で
に
成
立
）

の
「
ウ
」
と
「
ウ
ズ
」
を
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
上
巻
だ
け
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る

と
、
「
ウ
ズ
」
百
九
例
に
対
し
て
「
ウ
」
は
十
四
例
ほ
ど
し
か
な
い
（
ヤ
ラ
ウ
・
タ
ロ
ウ
ニ
ハ
な
ど
は
分
析
し
な
い
）
。
そ
の
う
ち
「
ウ
マ
デ
」
「
ウ

ガ
為
」
と
い
う
慣
用
句
を
除
く
と
十
例
を
切
る
の
で
あ
る
。
特
に
「
ウ
」
が
文
の
言
い
切
り
の
位
置
に
使
わ
れ
た
も
の
は
一
例
も
な
い
。

『
大
淵
代
抄
』
（
元
和
七
年
よ
り
寛
氷
十
二
年
の
間
に
成
立
）
巻
一
に
は
七
十
八
例
の
「
ウ
ズ
」
が
あ
る
が
、
「
ウ
」
は
、
「
ウ
ニ
ハ
」
、
「
タ
ロ

『
高
国
代
抄
』
（
承
応
か
慶
安
末
頃
の
成
立
）
巻
一
に
は
、
「
ウ
ズ
」
百
二
例
に
対
し
て
「
ウ
」
十
例
。
こ
の
う
ち
「
ヤ
ロ
ウ
」
、
「
ウ
ニ
ハ
」
、

「
ウ
マ
デ
」
、
「
ウ
ガ
為
」
の
慣
用
表
現
を
除
く
と
わ
ず
か
四
例
の
「
ウ
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

洞
門
抄
物
の
中
で
は
比
較
的
早
い
時
代
の
成
立
に
な
る
『
人
天
眼
目
抄
』
（
川
僧
講
、
文
明
三
、
一
四
七
一
）
（
東
大
本
巻
一
）
に
は
、
「
ウ
ズ
」

六
七
、
「
ウ
」
九
（
ウ
ニ
ハ
ニ
例
除
く
）
、
「
ウ
ズ
ル
」
＋
、
「
ウ
ズ
レ
」
二
例
が
あ
る
。
「
ウ
ズ
レ
」
二
例
は
い
ず
れ
も
「
コ
ソ
」
の
結
び
、
「
ウ

ズ
ル
」
は
ヤ
ウ
・
処
・
程
・
段
・
ス
キ
な
ど
の
体
言
、
そ
れ
に
助
詞
の
ヲ
に
続
い
た
も
の
で
あ
る
。
『
高
国
代
抄
』
『
大
淵
代
抄
』
な
ど
で

は
、
こ
れ
も
「
ウ
ズ
物
」
「
ウ
ズ
程
」
「
ウ
ズ
体
言
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
「
ウ
ズ
」
の
勢
力
が
一
層
著
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

「
ウ
」
と
「
ウ
ズ
」
と
は
動
詞
と
の
接
続
部
の
音
形
式
も
、
ま
た
、
機
能
的
に
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
「
ヨ
ウ
」
と
い
う
か
た

ち
の
派
生
過
程
を
考
え
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
許
さ
れ
る
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
事
実
が
そ
の
ま
ま
現
代
語
の
助
動
詞

「
ヨ
ウ
」
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
（
他
に
ウ
ズ
ル
ニ
、
ウ
ズ
レ
一
）
。

一
三

0
例
に
対
し
、
「
ウ
ズ
」

一
七
六
例
に
対
し
て
、
「
ウ
ズ
」
は
わ
ず
か
に
一
例
の
み

こ
の
場
合
に
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
、
東
国
系
抄
物
の
意
志
・
推
量
表
現
が
、
「
ウ
」
（
「
ヨ
ウ
」
）
よ
り
も
「
ウ
ズ
」
（
「
ヨ
ウ
ズ
」
）
に
著
し

＜
偏
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
傾
向
は
、
概
ね
東
国
系
の
抄
物
に
限
る
よ
う
で
、
関
西
語
系
の
抄
物
に
は
こ
れ
ほ
ど
の
「
ウ

い
ま
同
じ
よ
う
に
関
西
系
の
資
料
に
つ
い
て
「
ウ
」
と
「
ウ
ズ
」
の
使
用
例
を
調
べ
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
『
史
記
抄
』
の
場
合
（
序

か
ら
周
本
紀
末
）
、
「
ウ
」
百
六
十
八
例
に
対
し
て
「
ウ
ズ
」
は
五
十
三
例
（
別
に
ウ
ズ
ル
・
ウ
ズ
レ
が
七
例
あ
る
）
。
「
サ
ラ
ウ
時
」
「
ウ
ニ
ハ
」

な
ど
は
慣
用
表
現
と
し
て
保
留
す
る
と
し
て
も
、
こ
の
資
料
の
場
合
に
は
「
ウ
ズ
」
に
比
べ
て
「
ウ
」
が
断
然
優
位
に
あ
る
。

『
毛
詩
抄
』
も
、
そ
の
第
一
巻
の
「
ウ
」
九
十
四
例
に
対
し
て
「
ウ
ズ
」
は
わ
ず
か
に
十
四
例
が
数
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
（
他
に
ウ
ズ

ラ
ウ
七
、
ウ
ズ
ル
五
、
ウ
ズ
レ
七
が
あ
る
）
。
『
蒙
求
抄
』
巻
一
、
二
に
は
「
ウ
」
百
四
十
七
例
に
対
し
て
「
ウ
ズ
」
は
そ
の
一
割
、
十
四
例
が

(
3
)
 

こ
の
こ
と
は
、
抄
物
以
外
の
他
の
資
料
で
も
だ
い
た
い
同
様
な
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
、
蜂
谷
清
人
氏
に
よ
る
と
、
古
本
能
狂
言
の
虎
明

本
で
は
、
「
ウ
」
三
、
五
七
六
例
に
対
し
て
、
「
ウ
ズ
」
は
七
一
例
（
他
に
「
ウ
ズ
ル
」
ニ
―
三
例
、
「
ウ
ズ
レ
」
二
四
例
が
あ
る
）
。
「
ウ
」
の
用
例

が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
傾
向
は
虎
清
本
で
は
一
層
顕
著
で
、
全
八
曲
中
「
ウ
」

（
他
に
「
ウ
ズ
ル
」
八
例
、
「
ウ
ズ
レ
」
一
例
）
。
ま
た
天
理
本
で
も
、
「
ウ
」
が
二
、
二

0
一
例
あ
る
の
に
対
し
、
「
ウ
ズ
」
は
一
三
一
例
（
他
に

「
ウ
ズ
ル
」
五
四
例
、
「
ウ
ズ
レ
」
一
九
例
）
に
過
ぎ
な
い
。
狂
言
以
外
で
も
、
た
と
え
ば
右
の
書
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
説
教
節
「
説
教
さ
ん
せ
う

太
夫
」
（
与
七
郎
正
本
）
で
は
、
「
ウ
」
六

0
例
に
対
し
、
「
ウ
ズ
」
は
二
例
（
他
に
「
ウ
ズ
ル
」
一
例
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
や

は
り
「
ウ
」
が
圧
倒
的
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
古
本
能
狂
言
に
は
、
抄
物
に
比
し
て
や
や
「
ウ
ズ
ル
」
の
例
が
多
い
が
、
こ
れ
は
キ

リ
シ
タ
ン
資
料
で
も
同
じ
で
、
『
天
草
版
伊
曽
保
物
語
』
（
文
禄
二
〈
一
五
九
三
〉
刊
）
に
は
、
「
ウ
（
ヨ
ウ
）
」

ズ
」
偏
重
は
見
ら
れ
な
い
。

コ
ソ
の
結
び
、
あ

は
四
四
例
、
「
ウ
ズ
ル
」
八
五
例
、
「
ウ
ズ
レ
」
六
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
日
本
に
来
て
い
た
康

遇
聖
の
『
捷
解
新
語
』
に
は
、
「
ウ
」
は
一
六
三
例
、
「
ウ
ズ
」
は
「
御
存
じ
で
あ
る
ず
」
（
四
12)
ま
で
含
ん
で
六
例
。
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「
ウ
ズ
」
に
つ
い
て
（
迫
野
）

る
い
は
ド
モ
に
続
く
か
た
ち
と
し
て
「
ウ
ズ
レ
」
が
一

0
例
あ
る
が
「
ウ
ズ
ル
」
の
か
た
ち
は
一
例
も
見
え
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
関
西
語
系
で
は
ど
の
資
料
に
つ
い
て
も
「
ウ
」
が
優
位
に
あ
り
、

「
ウ
ズ
ル
」
「
ウ
ズ
レ
」
の
か
た
ち
が
併
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
態
に
あ
る
。

関
西
語
系
資
料
の
こ
の
状
態
か
ら
す
る
と
、
「
ウ
ズ
」
一
辺
倒
と
も
言
え
そ
う
な
東
国
系
抄
物
の
姿
は
、
か
な
り
特
異
な
も
の
と
言
っ
て

よ
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
内
容
面
も
関
西
語
系
資
料
と
は
明
ら
か
に
相
違
し
て
い
る
。
①
外
山
氏
の
詳
し
い
調
査
が
あ
る
よ
う

に
、
「
ウ
ズ
」
の
他
に
、
そ
の
変
化
形
で
あ
る
「
ヨ
ウ
ズ
」
の
か
た
ち
も
見
え
る
が
、
こ
れ
は
、
関
西
語
系
資
料
に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
で
、
東
国
に
お
い
て
独
自
に
展
開
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
②
ま
た
、
そ
の
「
ヨ
ウ
ズ
」
の
表
れ
方
は
、
動
詞
の
活
用
段
に
よ
っ

て
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
①
②
か
ら
す
る
と
、
口
頭
で
「
ウ
ズ
」
が
実
際
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
中
世
末
、
近
世
初
期
頃
の
東
国
の
方
言
に
、
こ
の
よ
う
な
独
自
の
意
志
・
推
量
表
現
が
展
開
し
つ
つ
あ
っ
た
と
す
る
と
、
別

に
予
想
さ
れ
る
「
ベ
イ
」
を
中
心
と
す
る
そ
の
当
時
の
東
国
方
言
と
の
関
連
が
難
し
い
問
題
に
な
る
。

現
代
方
言
の
意
志
・
推
量
表
現
の
実
態
は
、
通
信
調
査
で
は
あ
る
が
平
山
輝
男
氏
「
東
部
方
言
概
説
」
（
『
方
再
学
講
座
2
』
昭
36)
付
載
の

分
布
図
が
い
ま
の
と
こ
ろ
一
番
詳
し
い
よ
う
で
あ
る
。
（
国
立
国
語
研
究
所
編
『
方
言
文
法
図
集
』
は
刊
行
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
意
志
・
推
量
表

現
の
分
布
図
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。
『
方
言
文
法
資
料
図
集
』
(
3
)に
ご
く
簡
単
な
調
査
結
果
は
示
さ
れ
て
い
る
。
）
平
＇
~
~
作
曲
公
の

i弟
一
図
意
志

「
行
こ
う
」
、
第
二
図
推
量
「
降
る
だ
ろ
う
」
の
分
布
図
に
よ
る
と
、
関
東
か
ら
東
北
地
方
一
体
に
か
け
て
「
ベ
イ
」
系
が
分
布
し
、
中
部

地
方
に
は
「
ラ
」
「
ズ
ラ
」
及
び
意
志
形
と
し
て
「
ズ
」
が
あ
る
。
北
陸
・
近
畿
以
西
は
「
ウ
」
系
が
占
め
て
い
て
、
大
体
全
国
が
大
き
く

三
つ
の
地
域
に
分
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
分
布
は
、
実
は
十
六
世
紀
末
で
も
大
体
同
じ
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
。
第
二
巻

卑
語
の
「
関
東
ま
た
は
坂
東
」
の
条
に
周
知
の
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

0
直
接
法
の
未
来
に
は
盛
に
助
辞
B
e
i

(
べ
い
）
を
使
ふ
。
例
へ
ば
、

そ
れ
と
同
時
に
少
数
の

M
a
i
r
i
 
m
6
s
u
b
e
i
 
(
参
り
申
す
べ
い
）
、

A
g
u
b
e
i
 
(
上
ぐ
べ
い
）
、

「
ウ
ズ
」
、
あ
る
い
は

5
 



Y
o
m
u
b
e
i
 (
読
む
べ
い
）
、

N
a
r
6
b
e
i
(
習
ふ
べ
い
）
、
な
ど
。

〇
尾
張

(Vouari)
か
ら
関
東

(Quanta)
に
か
け
て
は
、

A
n
z
u
(
ア
ん
ず
）
、
又
は
e
n
z
u
(
エ
ん
ず
）
に
終
る
書
き
言
葉
の
未
来
形
を
盛

に
使
ふ
。
例
へ
ば
、

A
g
u
e
n
z
u
(
上
げ
ん
ず
）
、

X
e
n
z
u
(
せ
ん
ず
）
、

Q
u
i
c
a
n
z
u
(
聞
か
ん
ず
）
、

M
a
i
r
a
n
z
u
(
参
ら
ん
ず
）
、

N
a
r
a
u
a
n
z
u

（
習
は
ん
ず
）
な
ど
は
A
g
u
e
o
z
u
(
上
げ
う
ず
）
、

X
o
z
u
(
せ
う
ず
）
、

Q
u
i
c
o
z
u
C

聞
か
う
ず
）
、

M
a
i
r
6
z
u
(
参
ら
う
ず
）
、

N
a
r
a
u
6
z
u

0
未
来
の
三
つ
の
形
、

A
g
u
e
6
(
上
げ
う
）
、

A
g
u
e
o
z
u
(
上
げ
う
ず
）
、

A
g
u
e
o
z
u
r
u
(
上
げ
う
ず
る
）
は
話
こ
と
ば
に
だ
け
使
は
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
外
に
助
辞
Bei
(
べ
い
）
を
取
っ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
種
活
用
の
直
接
法
現
在
形
の
最
後
の
綴
字
R
u

（
る
）
を
除
い
て
そ
の
助
辞
を
添
へ
、
第
二
種
及
び
第
三
種
活
用
は
現
在
形
に
添
へ
て
作
ら
れ
る
。
話
し
こ
と
ば
で
は
稀
だ
が
「
関
東
」

と
「
ウ
」
「
ウ
ズ
」
「
ウ
ズ
ル
」
に
対
す
る
関
東
の
方
言
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

三
浦
浄
心
の
『
慶
長
見
聞
集
』
（
慶
長
十
九
年
・
一
六
一
四
）
巻
八
（
宗
順
だ
み
た
る
声
を
笑
ふ
事
）
に
「
関
東
は
聞
き
し
よ
り
も
、
見
て
愈
々

下
国
に
て
、
萬
い
や
し
か
り
き
。
人
形
頑
固
に
言
葉
訛
り
て
、
『
な
で
う
こ
と
な
き
』
『
よ
ろ
こ
ぼ
ひ
て
』
な
ど
と
片
言
ば
か
り
云
へ
る
に

よ
り
、
断
り
聞
え
難
し
。
…
取
分
け
『
べ
い
』
と
云
ひ
、
『
べ
ら
』
と
云
ふ
こ
そ
を
か
し
け
れ
。
」
と
あ
る
記
述
も
こ
れ
に
よ
く
合
い
、
江

戸
時
代
初
期
頃
の
東
西
の
方
言
の
状
態
を
大
体
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
現
に
、
そ
の
記
述
を
裏
付
け
る
よ
う
に
二
百
数
十
例
と
い
う
多
数
の
「
ベ
イ
」
を
含
み
持
つ
『
雑
兵
物
語
』
（
明
麿
ニ
・
一
六
五
七

以
後
天
和
三
・
一
六
八
三
以
前
成
立
）
の
よ
う
な
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
豊
富
な
「
ベ
イ
」
の
か
た
ち
を
残
し
て
い
る
文
献
は
前

後
を
見
渡
し
て
も
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
の
文
献
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
ウ
」
の
か
た
ち
が
ほ
と
ん

ど
見
出
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
ず
か
五
例
ほ
ど
「
ウ
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
中
村
通
夫
氏
に
よ
る
と
、

(Quanta)
で
は
盛
ん
に
使
は
れ
る
。
（
第
一
巻
直
接
法
の
時
、
未
来
に
つ
い
て
）

「
ベ
イ
」
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
と
こ
ろ
で
も
、

（
習
は
う
ず
）
の
代
り
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
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切
に
つ
い
て
、
『
雑
兵
物
語
』
が
「
ベ
イ
」
に
偏
し
て
い
た
と
逆
の
関
係
で
、
東
国
系
抄
物
に
は
「
ベ
イ
」
が
ほ
と
ん
ど
現
れ
ず
、
代
わ

り
に
「
ウ
ズ
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
（
切
か
ら
、
「
ウ
ズ
」
も
「
ベ
イ
」
も
東
国
の
口
頭
語
で
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の

で
、
こ
れ
は
「
ウ
ズ
」
と
「
ベ
イ
」
が
使
用
上
の
文
体
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
し
か
な
い
。

金
田
弘
氏
に
よ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
東
国
系
抄
物
の
大
多
数
を
占
め
る
「
語
録
抄
」
の
類
に
は
「
ベ
イ
」
は
ほ
と
ん
ど
表
れ
な
い
が
、
「
門

参
」
の
類
に
は
ま
ま
現
れ
る
と
い
う
。
金
田
氏
は
、
こ
れ
は
、
「
門
参
」
と
「
語
録
抄
」
の
性
格
の
違
い
と
関
係
が
あ
る
、
「
門
参
」
の
類

は
、
同
一
門
派
の
見
解
を
そ
の
特
定
集
団
内
に
相
伝
し
て
い
く
た
め
に
、
秘
密
裡
に
一
師
対
一
資
の
間
で
伝
授
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ

の
た
め
に
伝
授
が
行
わ
れ
る
寺
院
地
域
の
言
語
が
反
映
し
や
す
い
、
こ
れ
に
対
し
て
、
「
語
録
抄
」
は
「
講
述
言
語
」
を
背
景
に
し
た
言
語

表
現
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
講
述
言
語
」
は
広
く
各
地
の
聴
者
に
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
「
曹
洞
宗
僧
侶
の
活
躍
し
、
そ
れ
ら
を
成
し

る。

「
ウ
ズ
」
に
つ
い
て
（
迫
野
）

中
村
通
夫
氏
は
、
こ
の
二
例
の
「
ウ
」
は
お
そ
ら
く
は
書
き
言
葉
が
紛
れ
込
ん
だ
も
の
、
東
国
の
方
言
で
は
意
志
・
推
量
の
表
現
は
「
ベ

イ
」
が
用
い
ら
れ
、
明
治
以
降
共
通
語
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
「
ウ
」
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
お

ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
（
土
地
の
方
言
と
し
て
は
、
「
ベ
イ
」
が
一
般
に
用
い
ら
れ
た
ら
し
い
こ
と
。
切
し
か
し
一
方
で
、
「
ウ

ズ
」
も
よ
く
用
い
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
自
身
、
明
ら
か
に
関
西
系
と
異
な
る
独
自
の
展
開
を
見
せ
て
い
る
こ
と
。
切
そ
し
て
、
こ
の
両
者
は
、

使
用
場
面
を
同
じ
く
し
て
同
時
に
現
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
さ
そ
う
な
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
が
見
て
と
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ

す
ん
で
に
う
つ
く
た
ば
ら
ぶ
と
し
た
（
下
41
オ）

夫
を
証
拠
に
す
る
で
あ
ろ
ぶ
（
下
7
オ）

「
あ
だ
玉
を
は
じ
き
捨
て
な
い
や
う
に
は
な
し
め
さ
れ
ふ
」
な
ど
三
例
の
「
召
さ
れ
ふ
」
は
、
助
動
詞
の
「
ウ
」
で
は
な
く
、
「
召
さ
れ
よ
」

の
訛
り
で
は
な
い
か
と
い
う
。
そ
う
す
る
と
、
『
雑
兵
物
語
』
の
「
ウ
」
は
わ
ず
か
に
次
の
二
例
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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た
東
国
各
地
の
方
言
に
通
用
す
る
、
広
域
の
方
言
、
い
わ
ば
東
国
共
通
語
（
あ
る
い
は
、
東
国
的
共
通
語
）
と
で
も
い
う
べ
き
性
格
を
有
す
る

(
5
)
 

言
語
」
で
あ
っ
た
、
「
門
参
」
と
「
語
録
抄
」
の
こ
の
よ
う
な
性
格
の
違
い
と
こ
れ
は
関
係
が
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。

「
ベ
イ
」
が
現
れ
て
し
か
る
べ
き
東
国
系
抄
物
に
「
ウ
ズ
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
理
由
を
一
先
ず
こ
れ
は
よ
く
説
明
し
得
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
し
か
し
、
「
語
録
抄
」
の
背
景
を
な
し
て
い
る
と
さ
れ
る
「
講
述
言
語
」
な
る
も
の
の
性
格
が
こ
こ
の
説
明
で
は
い
ま
―
つ
明
確

で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
文
字
言
語
を
基
に
し
た
」
あ
る
い
は
「
文
字
を
濾
過
し
た
口
頭
語
」
と
い
う
よ
う
に
説
明
さ
れ

て
い
る
が
、
「
文
字
言
語
を
基
に
し
た
」
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
言
語
と
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

東
国
系
抄
物
に
多
用
さ
れ
て
い
る
「
ウ
ズ
」
は
、
独
自
の
語
形
変
化
を
起
こ
す
ま
で
に
実
際
の
口
頭
語
で
盛
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
た
、

書
き
言
葉
で
は
な
く
、
生
き
た
口
頭
語
で
あ
っ
た
ろ
う
と
言
う
こ
と
は
、
右
に
も
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
文

字
言
語
を
基
に
し
た
」
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
始
め
、
「
講
述
言
語
」
と
し
て
「
文
字
言
語
」
か
ら
取
り
入
れ
る
際
、
な
ぜ
「
ウ
ズ
」

の
か
た
ち
を
特
に
選
ん
だ
の
か
。
文
字
言
語
と
し
て
は
、
む
し
ろ
「
ム
」
の
か
た
ち
の
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
系
統
の
「
ウ
」

「
ヨ
ウ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
「
文
字
言
語
を
基
に
し
た
」
と
い
う
説
明
も
、
ま
だ
し
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
か
と
い
っ
て
、
現
代
の
中
部
地
方
に
分
布
す
る
、
そ
し
て
恐
ら
く
ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
「
尾
張
か
ら
関
東
に
か
け
て
」
聞
か
れ
る

と
し
て
指
摘
す
る
方
言
の
形
と
の
関
連
を
考
え
る
の
も
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
い
う
「
尾
張
か
ら
関
東
に
か
け
て
」
は
「
関

東
」
を
こ
の
場
合
含
ん
で
い
る
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
が
、
先
の
り
で
述
べ
た
よ
う
に
「
ベ
イ
」
と
同
等
の
意
味
で
関
東
に
こ
の
か
た
ち
が

あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
も
関
東
で
は
、
「
ベ
イ
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
何
度
も
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
指
摘
す
る
「
尾
張
か
ら
関
東
に
か
け
て
」
の
方
言
と
い
う
の
は
、
「
ア
ん
ず
、
ま
た
は
、

ず
」
と
い
う
形
は
、
『
醒
酔
笑
』
巻
二
「
吝
太
郎
」
に
見
え
る
次
の
よ
う
な
話
と
む
し
ろ
関
係
が
あ
ろ
う
。

工
ん
ず
に
終
わ
る
書
き
言
葉
の

未
来
形
」
で
、
「
ウ
ズ
」
の
か
た
ち
で
あ
る
東
国
系
抄
物
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
い
う
「
ア
ん
ず
、
ま
た
は
、

工
ん

8
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「
ウ
ズ
」
に
つ
い
て
（
迫
野
）

①
約
束
ハ
ヨ
ウ
シ
ュ
ト
ヨ
マ
が
（
蒙
求
抄
）

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

て
お
り
、 我

か
門
に
立
出
て
遊
ひ
居
け
れ
ば
ふ
と
知
音
の
者
の
通
る
を
見
参
し
た
り
。
や
レ
め
づ
ら
し
や
立
寄
玉
へ
と
と
む
る
（
中
略
）
ふ
る
ま

は
す
に
よ
ら
れ
よ
や
と
頻
に
と
と
め
し
か
は
、
去
り
か
た
く
て
立
寄
し
、
か
く
て
待
と
も
待
と
も
茶
を
も
出
さ
ず
日
も
く
れ
か
か
り

目
も
く
ら
ふ
な
る
程
な
れ
は
、
客
腹
立
し
、
人
を
う
つ
け
者
に
仕
な
し
た
る
は
と
い
ふ
に
、
さ
れ
は
こ
そ
わ
れ
は
始
よ
り
ふ
る
ま
は

す
に
よ
れ
と
い
ふ
た
は
と
て
「
ま
は
」
と
「
ず
」
と
の
間
に
句
を
切
た
る
ぞ
お
か
し
き
。

打
消
し
と
も
意
志
・
推
量
形
と
も
と
れ
る
か
た
ち
と
い
う
の
は
「
ふ
る
ま
は
ず
」
の
か
た
ち
し
か
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
江
戸

初
期
に
笑
話
の
種
に
さ
れ
る
よ
う
な
方
言
が
す
で
に
あ
り
、

こ
の
か
た
ち
は
、
「
ム
ズ
」
か
ら
「
ウ
ズ
」
に
変
化
し
な
い
ま
ま
「
ム
（
ン
）
ズ
」
の
「
ム
（
ン
）
」
が
濁
音
の
「
ズ
」
に
吸
収
さ
れ
て
し

ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
方
言
に
よ
る
と
「
カ
カ
ー
ズ
（
書
こ
う
）
」
の
よ
う
な
か
た
ち
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
「
書
か
ウ
ズ
」

の
変
化
と
い
う
よ
り
、
「
書
カ
ズ
」
の
長
音
化
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

東
国
系
抄
物
の
場
合
は
、
「
ム
ズ
」
が
「
ウ
ズ
」
に
変
わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
動
詞
と
の
接
続
部
が
「
ヨ
ウ
ズ
」
に
ま
で
変
化
し

ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
「
尾
張
か
ら
関
東
に
か
け
て
」
の
地
方
に
聞
か
れ
る
と
し
て
指
摘
す
る
方
言
と
は
ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
と
し

こ
う
し
て
見
る
と
、
東
国
系
抄
物
に
見
ら
れ
る
「
ウ
ズ
」
は
、
不
可
解
な
点
の
多
い
語
で
あ
る
。
唯
一
関
連
が
考
え
ら
れ
そ
う
な
関
西

語
も
右
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
「
ウ
ズ
」
へ
の
傾
斜
を
し
め
し
て
は
い
な
い
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
、
何
ら
か
の
関
連
の
考
え
ら

れ
そ
う
な
関
西
語
の
状
態
を
と
り
あ
え
ず
次
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
、
そ
れ
を
指
摘
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

，
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人
ノ
徳
ハ
マ
ッ
此
詩
ニ
ミ
ル
ヤ
ウ
ニ
有
ウ
ス
ル
事
ソ
（
毛
詩
抄
）

コ
レ
ニ
引
上
ラ
レ
引
卜
柘
心
フ
テ
人
モ
タ
シ
ナ
ウ
タ
ソ
（
同
）

コ
ナ
タ
ノ
家
ヲ
取
ラ
引
者
ノ
ヂ
ヤ
ト
云
ソ
（
同
）

②
晋
ノ
天
下
ハ
乱
レ
引
ズ
（
同
）

史
官
セ
ウ
ズ
物
ヂ
ヤ
カ
、
ヲ
ソ
イ
人
ヂ
ヤ
ト
（
同
）

③
猶
ケ
ナ
ゲ
ニ
心
ヲ
モ
タ
ウ
ス
ル
ソ
（
同
）

善
コ
ト
ヲ
モ
悪
ヲ
モ
手
本
ニ
セ
ウ
ズ
ル
ト
云
コ
ト
ソ
（
同
）

関
西
系
の
資
料
に
は
、
右
の
よ
う
に
「
ウ
」
「
ウ
ズ
」
「
ウ
ズ
ル
」
が
ま
っ
た
く
並
行
的
に
現
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
終
止
言
い
切
り
と
引
用

の
「
卜
」
に
続
い
た
も
の
、
連
体
の
用
法
を
例
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
よ
う
な
意
味
機
能
の
語
が
同
時
に
三
つ
も
あ
る
と
い
う
の

は
、
い
か
に
も
非
能
率
的
で
あ
る
。
三
者
の
間
に
何
ら
か
の
用
法
上
の
差
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
見
る
の
は
自
然
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
も
こ
の
う
ち
の
「
ウ
ズ
」
と
「
ウ
ズ
ル
」
の
関
係
に

限
っ
て
論
じ
た
も
の
が
多
い
。

大
塚
光
信
氏
は
、
「
ウ
ズ
と
ウ
ズ
ル
」
と
い
う
論
文
で
、
中
世
諸
資
料
に
多
様
な
現
れ
方
を
す
る
「
ウ
ズ
」
と
「
ウ
ズ
ル
」
を
広
く
調
査

(
6
)
 

さ
れ
て
、
そ
れ
を
「
終
止
・
連
体
の
合
一
」
の
現
象
と
関
係
付
け
て
説
明
し
よ
う
と
さ
れ
た
。
即
ち
、
室
町
期
に
お
け
る
活
用
語
の
大
き

な
変
動
の
一
っ
と
し
て
、
連
体
形
が
終
止
形
の
位
置
を
も
お
か
す
と
い
う
現
象
の
生
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
「
ウ
ズ
」
は
そ
の

点
、
例
外
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
抄
物
資
料
な
ど
、
終
止
用
法
、
連
体
用
法
、
い
ず
れ
も
「
ウ
ズ
」
の
形
で
、
こ
の
語
だ
け
は
、
逆

に
一
旦
、
終
止
の
形
に
収
敏
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
や
が
て
大
方
の
趨
勢
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
体
言
に
続
く
用
法
の

「
ウ
ズ
ル
」
化
を
手
は
じ
め
に
「
ウ
ズ
」
か
ら
「
ウ
ズ
ル
」
へ
の
修
正
（
一
般
化
）
が
は
か
ら
れ
た
よ
う
で
、
中
世
末
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料

ソ
ナ
タ
ノ
ヨ
リ
モ
マ
チ
ッ
ト
マ
サ
ウ
ズ
ト
云
心
二
（
同
）

10 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



「
ウ
ズ
」
に
つ
い
て
（
迫
野
）

り
、
当
時
の
口
語
の
基
本
形
」
で
あ
っ
た
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
。

で
は
、
「
ウ
ズ
ル
」
が
相
当
な
勢
力
を
も
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
の
各
種
資
料
に
お
け
る
「
ウ
ズ
」
と
「
ウ
ズ
ル
」
の
複
雑
な
現

れ
方
も
、
こ
の
よ
う
な
修
正
、
一
般
化
の
過
程
を
逐
一
反
映
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
山
内
洋
一
郎
氏
は
、
抄
物
資
料
な
ど
終
止
・
連
体
用
法
い
ず
れ
も
、
「
ウ
ズ
」
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

も
旧
終
止
形
の
「
ウ
ズ
」
に
統
一
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
終
止
形
の
「
ウ
ズ
」
で
は
な
く
、
こ
れ
も
一

度
「
終
止
・
連
体
の
合
一
」
の
一
般
的
動
き
に
合
わ
せ
て
、
「
ウ
ズ
ル
」
に
合
一
し
た
後
、
「
ル
」
が
脱
落
し
て
、
「
ウ
ズ
」
に
な
っ
た
も
の

(
7
)
 

で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
大
塚
氏
の
場
合
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
な
ど
の
「
ウ
ズ
ル
」
は
、
前
代
の
「
ム
ズ
ル
」
と
は
直
接
つ
な
が
ら
ず
、

「
ウ
ズ
」
か
ら
新
た
に
生
成
し
た
も
の
と
考
え
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
は
、
前
代
の
「
ム
ズ
ル
」
に
そ
の
ま
ま
連
続
す
る
と
考
え
る
。
「
ム

ズ
ル
」
か
ら
「
ウ
ズ
ル
」
に
転
じ
、
さ
ら
に
「
ル
」
を
脱
落
さ
せ
て
「
ウ
ズ
」
と
い
う
新
形
を
生
み
出
し
た
が
、
し
か
し
な
お
、
旧
来
の

「
ウ
ズ
ル
」
の
形
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
新
形
の
「
ウ
ズ
」
と
旧
来
の
「
ウ
ズ
ル
」
の
間
に
表
現
価
値
に
差
が
あ
り
、
こ
れ
が
両
者
の
併
存

を
可
能
に
し
た
。
抄
物
に
は
、
主
と
し
て
「
ウ
ズ
」
が
用
い
ら
れ
、
「
ウ
ズ
ル
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
や

狂
言
は
、
時
代
的
に
は
後
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
か
え
っ
て
「
ウ
ズ
」
以
外
に
「
ウ
ズ
ル
」
を
多
用
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
「
ウ
ズ
」
と

「
ウ
ズ
ル
」
の
表
現
価
値
と
関
係
が
あ
り
、
必
ず
し
も
時
代
的
な
推
移
を
示
す
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
山
内
氏
の
考
え
方

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
表
現
価
値
の
差
と
い
う
の
は
、
「
ウ
ズ
ル
」
に
は
「
ウ
ズ
」
に
比
べ
て
「
丁
重
な
或
い
は
念
を
押
す
表
現
価
値
が

備
わ
っ
て
い
て
、
古
さ
を
感
じ
さ
せ
」
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
ウ
ズ
」
に
は
そ
れ
が
な
く
、
「
生
き
生
き
と
し
た
表
現
で
あ

大
塚
氏
の
よ
う
に
、
一
旦
、
旧
終
止
形
「
ウ
ズ
」
に
統
一
さ
れ
、
後
に
一
般
的
趨
勢
に
合
せ
る
よ
う
に
「
ウ
ズ
ル
」
化
が
は
か
ら
れ
た

と
考
え
る
の
は
、
囚
即
代
に
、
「
終
止
・
連
体
の
合
一
」
の
一
般
的
趨
勢
を
受
け
て
、
「
ム
ズ
」
も
「
ム
ズ
ル
」
と
い
う
連
体
形
へ
合
一
す

る
事
実
が
や
は
り
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
①
終
末
期
の
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
「
ウ
ズ
ル
」
化
を
経
て
衰
滅
し
た
に
し
て
は
、
「
ウ
ズ
」
の
形

が
少
な
く
な
い
こ
と
、
な
ど
不
都
合
な
点
が
種
々
あ
り
、
何
よ
り
も
い
大
方
の
推
移
に
抗
し
て
、
こ
の
語
に
特
に
終
止
形
へ
の
統
合
と
い

一
見
、
い
か
に

11 
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な
表
現

一
種
尊
大

こ
れ
も

う
特
別
な
変
化
を
取
ら
せ
た
理
由
は
何
か
と
い
う
こ
の
点
の
解
明
が
、
や
は
り
こ
の
説
成
立
の
上
で
不
可
欠
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
点
、
後
者
の
よ
う
に
「
ウ
ズ
」
と
「
ウ
ズ
ル
」
と
が
表
現
価
値
を
異
に
し
な
が
ら
併
存
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
無
理
が
少
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
伝
統
的
な
「
ム
ズ
ル
」
の
用
法
に
通
ず
る
あ
る
種
の
古
め
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
な
が
ら
、
新
た
に
生
ま
れ
た
「
ウ
ズ
」

の
傍
ら
で
な
お
か
な
り
の
期
間
使
わ
れ
続
け
た
と
い
う
の
は
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
な
ど
に
使
わ
れ

る
「
ウ
ズ
」
「
ウ
ズ
ル
」
の
用
法
を
検
討
し
て
み
る
と
、
確
か
に
「
ウ
ズ
ル
」
に
は
、
あ
る
種
の
「
古
色
」
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

酒
井
憲
二
氏
は
、
天
草
本
伊
曾
保
物
語
の
会
話
文
末
に
現
れ
る
「
ウ
ズ
」
と
「
ウ
ズ
ル
」
を
比
較
検
討
さ
れ
て
、
前
者
は
、
同
僚
同
志

の
会
話
な
ど
に
主
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
身
分
の
懸
隔
の
は
な
は
だ
し
い
も
の
や
恐
喝
に
類
す
る
強
い
表
現

(
8
)
 

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
改
ま
っ
た
表
現
と
い
っ
た
印
象
が
強
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
山
内
氏
は
、
狂
言
・
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の

「
ウ
ズ
」

「
ウ
ズ
」
「
ウ
ズ
ル
」
と
待
遇
表
現
と
の
関
連
を
調
査
さ
れ
て
、
「
申
す
」
「
致
す
」
「
仕
る
」
「
ま
ら
す
る
」
な
ど
の
謙
譲
の
語
と
は
「
ウ
ズ

は
敬
譲
語
な
し
の
表
現
と
よ
く
接
合
す
る
こ
と
を
統
計
的
に
あ
き
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
が
、

ル
」
が
よ
く
接
合
し
、

「
ウ
ズ
ル
」
の
性
格
の
一
面
を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
ウ
ズ
」
に
比
べ
て
、
「
ウ
ズ
ル
」
に
は
、
や
や
改
ま
っ
た
語
感
を
伴
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
表
現
か
ら
も

十
分
感
じ
取
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

皮
肉
を
つ
つ
み
暖
め
さ
せ
ら
れ
ば
、
ご
平
癒
あ
ら
う
ず
る
。
（
伊
曾
保
・
狼
↓
獅
子
王
）

相
残
る
ま
―
つ
の
肢
に
も
手
を
か
け
う
ず
る
者
は
即
ち
わ
が
敵
で
あ
ら
う
ず
る
。
（
同
・
獅
子
王
↓
犬
達
）

前
者
は
、
卑
下
し
畏
ま
っ
た
、
下
か
ら
上
へ
の
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
尊
大
な
、
上
か
ら
下
へ
の
表
現
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
両
方
向
の
、
格
差
を
き
わ
だ
た
せ
た
表
現
に
共
通
し
て
い
る
の
は
「
改
ま
り
」
で
あ
る
。
狂
言
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
、

そ
れ
に
付
て
は
、
両
人
の
者
の
名
を
申
し
上
げ
い
、
御
前
に
か
き
し
る
さ
せ
ら
れ
う
ず
る
と
の
お
事
じ
ゃ
。
（
昆
布
柿
）
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「
ウ
ズ
」
に
つ
い
て
（
迫
野
）

と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

価
値
に
関
連
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

御
制
札
に
は
、
主
に
は
よ
る
ま
ひ
、
早
々
罷
出
て
一
の
く
ひ
に
つ
な
ひ
だ
る
者
を
、
末
代
一
の
く
ひ
に
つ
け
さ
せ
ら
れ
う
ず
る
と
の
お

こ
と
で
ご
ざ
る
。
（
牛
馬
）

に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
え
、

そ
の
よ
う
な
「
改
ま
り
」
を
醸
し
出
す
の
は
、
山
内
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
こ
の
「
ウ
ズ
ル
」
と
い
う

語
の
持
つ
、
「
古
色
」
、
古
め
か
し
さ
に
あ
る
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
ウ
ズ
ル
」
の
持
つ
こ
の
古
語
性
、
ふ
る
め
か
し
さ
は
、
恐
ら
く

「
ウ
ズ
」
の
成
立
と
と
も
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
行
す
る
抄
物
の
類
に
ほ
と
ん
ど
こ
の
「
ウ
ズ
ル
」
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、

末
期
の
伊
曾
保
物
語
や
狂
言
に
比
較
的
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
後
者
の
物
語
性
、
劇
的
効
果
と
右
の
よ
う
な
「
ウ
ズ
ル
」
の
表
現

「
ウ
ズ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
よ
う
に
、
今
の
と
こ
ろ
山
内
氏
の
見
方
に
多
く
与
し
た
く
思
う
が
、
し
か
し
、

に
つ
い
て
は
、
な
お
、
考
慮
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

い
ま
―
つ
の
「
ウ
ズ
」

特
に
そ
の
成
立
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
山
内
氏
は
、
「
ウ
ズ
ル
」
の
「
ル
」
脱
落
に
よ
っ
て
「
ウ
ズ
」
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
具

体
的
な
過
程
に
つ
い
て
、
い
「
タ
リ
」
「
ナ
リ
」
が
「
夕
」
「
ナ
」
に
な
っ
た
よ
う
に
連
体
用
法
の
ル
の
音
便
化
か
ら
始
ま
っ
て
、
次
第
に

終
止
用
法
に
ま
で
広
が
っ
て
い
っ
た
。
①
「
ム
・
ウ
」
に
並
ん
で
「
ム
ズ
・
ウ
ズ
」
が
多
用
さ
れ
た
の
は
、
「
ズ
」
の
発
音
の
強
さ
・
明
確

さ
が
、
院
政
鎌
倉
室
町
の
騒
々
し
い
武
家
中
心
の
世
相
に
合
致
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
語
に
お
け
る
「
ズ
」
の
音
は

不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
。
「
ウ
ズ
ル
＋
体
言
」
の
構
成
で
、
語
音
と
し
て
も
不
可
欠
で
発
音
自
体
も
強
い
「
ズ
」
の
た
め
に
、
後
続
の
弱

い
「
ル
」
が
落
ち
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
音
声
的
な
面
か
ら
「
ル
」
脱
落
を
説
明
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ

れ
は
、
脱
落
し
た
と
い
う
結
果
を
踏
ま
え
て
（
そ
の
よ
う
に
解
し
て
）
、
そ
の
脱
落
の
可
能
性
を
語
音
構
造
の
中
に
求
め
よ
う
と
さ
れ
た
も
の

で
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
語
に
、
な
ぜ
、
そ
う
い
う
脱
落
が
生
じ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
充
分
な
説
明
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い

「
ウ
ズ
」
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
は
、
先
に
「
ウ
ズ
ル
」
に
つ
い
て
考
え
た
と
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同
じ
よ
う
に
、
「
ウ
ズ
」
の
語
性
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
山
内
氏
は
、
「
ウ
ズ
」
は
「
生
き
生
き

と
し
た
表
現
で
あ
り
、
当
時
の
口
語
の
基
本
形
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
代
、
む
し
ろ
「
ウ
」
が
「
基
本
形
」
で
あ
っ
た
こ
と
は

先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
ウ
」
に
対
し
て
、
「
ウ
ズ
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
の
も
の
と
し
て
あ
っ
た
の
か
、
従
来
の
よ
う

に
「
ウ
ズ
」
と
「
ウ
ズ
ル
」
の
範
囲
で
の
考
察
だ
け
で
な
く
、
「
ウ
」
も
含
め
た
全
体
の
中
で
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う

結
論
的
に
言
う
な
ら
ば
、
「
ウ
ズ
」
の
も
っ
と
も
特
徴
的
な
点
は
、
そ
の
「
言
い
お
さ
め
性
」
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

0
め
ん
め
ん
は
、
こ
の
蔵
の
案
内
を
よ
う
お
知
り
あ
っ
た
れ
ば
、
さ
も
あ
ら
引
切
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
楽
し
み
も
さ
ら
に
望
み
が
な

〇
烏
が
そ
ば
か
ら
「
我
に
そ
の
半
分
を
下
さ
れ
ば
、
こ
し
め
す
や
う
を
教
え
ま
ら
せ
引
~
。
そ
の
蝸
牛
を
取
っ
て
、
高
う
飛
び
上
が
り

石
の
上
に
落
と
さ
せ
ら
れ
い
」
と
言
へ
ば
、
（
四
四
九
頁
）

0
余
り
に
泥
に
汚
れ
て
御
座
を
も
不
浄
に
な
し
奉
ら
ば
、
い
よ
い
よ
御
患
ひ
の
も
と
と
も
な
ら
引
~
。
し
か
ら
ば
罷
り
帰
っ
て
身
を
も

清
め
て
ま
い
ら
う
ず
る
。
」
と
言
ひ
終
っ
て
か
ら
、
（
四
六
七
頁
）

〇
あ
る
時
主
人
工
ソ
ポ
が
上
を
思
は
る
る
や
う
は
「
公
界
の
さ
ば
き
、
あ
る
い
は
内
証
の
取
扱
な
ど
は
、

見
ゆ
れ
ば
、
せ
め
て
農
人
の
所
作
を
な
り
と
も
あ
て
が
は
引
~
。
」
と
思
ひ
定
め
、
（
四

0
九
頁
）

の
よ
う
に
、
文
を
言
い
切
る
時
に
用
い
る
。
伊
曾
保
物
語
に
は
前
に
記
し
た
よ
う
に
、
百
三
十
例
に
の
ぼ
る
多
く
の
「
ウ
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
右
の
よ
う
な
文
の
言
い
切
り
の
位
置
に
使
わ
れ
た
「
ウ
」
は
、

こ
の
難
を
お
助
け
あ
ら
ば
、
水
と
魚
の
ご
と
く
親
し
み
ま
ら
せ
引
。
（
四
四
七
頁
）

い
。
（
四
四
八
頁
）

天
草
本
伊
曾
保
物
語
で
は
、
た
と
え
ば
、

に
思
わ
れ
る
。

い
か
に
も
似
合
ふ
ま
じ
い
と
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「
ウ
ズ
」
に
つ
い
て
（
迫
野
）

「
ウ
ト
ス
ル
」
九
例
、
「
ウ
ト
思
」

一
例
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

一
六
例
、

例
、
「
ウ
ト
ス
ル
」

兼
日
の
利
口
の
如
く
志
を
下
さ
ず
、
肘
を
張
っ
て
居
た
を
何
か
は
こ
ら
へ
引
。
（
四
七
一
頁
）

今
死
ん
だ
は
ま
し
で
あ
ら
引
。
（
五
0
一頁）

の
わ
ず
か
三
例
だ
け
で
あ
る
。
終
止
用
法
の
「
ウ
」
は
、

そ
の
御
恩
賞
の
恭
さ
を
い
つ
の
世
に
忘
れ
引
ぞ
。
（
四
三
一
頁
）

の
よ
う
に
、
終
助
詞
「
ぞ
」
の
前
に
用
い
ら
れ
た
若
干
例
が
あ
る
ほ
か
は
、
そ
の
殆
ど
が
次
の
よ
う
な
「
と
」
に
導
か
れ
る
引
用
句
の
中

(
9
)
 

に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

た
ち
ま
ち
打
瑯
せ
う
と
す
る
に
臨
ん
で
、
（
四
―
一
頁
）

身
が
賞
玩
せ
う
と
思
ひ
き
っ
て
ゐ
た
そ
の
熟
柿
を
ば
、
（
四
―
一
頁
）

工
ソ
ポ
こ
れ
を
待
た
う
と
言
へ
ば
、
（
四
―
二
頁
）

翌
日
海
辺
に
出
て
、
大
海
を
飲
ま
う
と
争
ふ
ほ
ど
に
（
四
一
八
頁
）

羊
は
そ
の
難
を
逃
れ
う
と
て
犬
を
雇
う
て
警
護
さ
せ
た
（
四
二
九
頁
）

抄
物
の
場
合
に
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
り
、
文
末
に
置
か
れ
た
「
ウ
」
は
、
こ
の
ま
ま
文
を
終
わ
る
こ
と
は
少
な
く
、
後
ろ
に
終
助
詞

の
「
ゾ
」
を
随
え
る
こ
と
が
多
い
。
史
記
抄
（
序
か
ら
周
本
紀
末
）
に
は
、
「
ウ
」
は
、
終
助
詞
「
ゾ
」
の
前
に
七
八
例
、
「
ウ
ト
云
」

れ
に
対
し
て
、
「
ウ
ズ
」
は
、

一
例
、
「
ウ
ト
マ
マ
」

一
四
例
、
「
ウ
ト
思
」
五
例
、
「
ウ
ト
テ
」
二

0
例
、
毛
詩
抄
で
は
、
終
助
詞
「
ゾ
」
の
前
に
四

0
例
、
「
ウ
ト
云
」
四

例
、
「
ウ
ト
ス
ル
」
五
例
、
「
ウ
ト
思
」
六
例
、
「
ウ
ト
テ
」
五
例
、
蒙
求
抄
で
は
、
終
助
詞
「
ゾ
」
の
前
に
五

0
例
、
「
ウ
ト
云
」

―
一
例
、
「
ウ
ト
テ
」
九
例
、
「
ウ
ト
モ
」

そ
こ
で
そ
の
ま
ま
言
い
切
る
形
が
普
通
で
あ
る
。

ナ
ニ
ヲ
ト
カ
ニ
シ
テ
征
伐
ア
ラ
ウ
ゾ
ト
云
タ
レ
ハ
、
時
享
二
不
供
卜
云
罪
ヲ
以
テ
征
討
セ

1
1ト
云
ワ
ル
ル
ソ
。
是
ハ
チ
ッ
ト
イ
ワ
レ

モ
ナ
イ
ソ
。
犬
戎
ハ
賓
服
テ
モ
ア
ラ
ハ
ヤ
四
時
ニ
ハ
享
セ
引
ズ
＇
o

（
史
記
抄
周
本
紀
）
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狂
言
に
は
、

さ
ら
は
じ
ゅ
も
ん
を
つ
た
よ
凶
。
（
財
の
っ
ち
）

さ
ら
は
そ
れ
が
し
さ
き
へ
ま
い
ら
ぶ
。
（
同
）

ア
レ
ト
モ
ト
チ
ヘ
モ
ナ
ラ
ウ
ス
。
（
毛
詩
抄
）

人
卜
云
力
女
テ
ア
ル
カ
。

晋
ノ
天
下
ハ
乱
レ
ウ
ス
。
然
ラ
ハ
此
人
力
皇
ニ
ナ
ラ
レ
ウ
ト
思
フ
テ
タ
ス
ケ
タ
ソ
。
（
蒙
求
抄
）

に
よ
っ
て
調
べ
て
み
る
と

「
卜
」
に
続
く
場
合
で
も
、
「
ウ
」
の
場
合
は
、
「
ウ
ト
ス
ル
」
「
ウ
ト
思
」
の
よ
う
に
会
話
性
の
な
い
も
の
が
多
い
が
、
「
ウ
ズ
」
の
場
合
に

は
、
「
〈
征
討
セ

3
1ト
云
」
の
よ
う
に
会
話
文
を
直
接
「
卜
」
で
受
け
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
こ
で
も
、
「
ウ
ズ
」
が
や
は
り
切
れ
て

し
か
し
、
「
ウ
」
が
文
の
言
い
切
り
に
使
わ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
狂
言
で
は
む
し
ろ
逆
に
「
ウ
」
で
終
わ
る
方
が
普
通
で
あ
る
。

お
つ
つ
け
お
と
も
申
さ
引
。
（
連
歌
毘
沙
門
）

こ
の
よ
う
な
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
総
索
引
1

脇
狂
言
之
類
』

「
ウ
」
の
言
い
切
り
は
二
百
一
例
、
終
助
詞
「
ぞ
」
を
従
え
る
も
の
が
三
十
八
例
あ
る
。
圧
倒
的
に
「
ウ
」
で
終
わ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
「
ウ
」
用
法
の
偏
り
は
何
に
基
づ
く
の
か
、
い
ま
十
分
な
考
え
を
持
た
な
い
が
、
語
ら
い
の
参
加
者
が
同
一
の
「
場
」
を

共
有
す
る
「
会
話
」
（
対
話
）
の
世
界
（
狂
―
―
-
E
)

と
抄
物
や
伊
曾
保
物
語
な
ど
の
「
物
語
る
」
文
と
の
違
い
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
城
田
俊
氏
は
、
助
動
詞
「
ウ
」
に
つ
い
て
、
「
事
柄
を
現
実
と
一
致
し
な
い
も
の
と
し
て
示
す
」
の
が
そ
の
基
本
的
な
意
味
で
、
そ
れ

(10) 

が
さ
ま
ざ
ま
な
文
法
的
・
語
彙
的
環
境
の
中
で
多
義
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
ウ
」
の
「
意
味
」
と
「
対

話
」
あ
る
い
は
「
物
語
文
」
の
違
い
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
『
捷
解
新
語
』
に
も
、
三
五
例
と
い
う
比
較
的

多
く
の
「
ウ
」
の
言
い
切
り
が
あ
る
。
『
捷
解
新
語
』
も
ま
た
、
「
会
話
」
文
で
つ
づ
ら
れ
た
文
献
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
な
お
、
よ
く
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
「
ウ
ズ
」
に
は
、
「
ウ
ト
ス
ル
」
「
ウ
ト
思
」
の
よ
う
な
限
定
は
付
か
ず
、

そ
の
形
で
言
い
切
る
こ
と
が
多
い
。
今
は
、
特
に
こ
の
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

い
る
の
で
あ
る
。
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「
ウ
ズ
」
に
つ
い
て
（
迫
野
）

〇
獅
子
王
こ
れ
を
見
て
食
は
う
と
思
へ
ど
も
、

糾
」
と
思
ひ
（
同
）

い
た
発
音
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
よ
る
所
大
で
あ
る
。

公
木
の
大
切
に
成
っ
た
は
各
々
も
御
存
じ
で
あ
る
切
。
（
四
・

12)

一
の
挙
例
は
省
く
が
、
『
醒
酔
笑
』
の
「
ウ
ズ
」
も
だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

ウ
ズ
は
発
言
の
中
途
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。
前
文
か
ら
後
文
へ
と
対
比
し
添
加
し
展
開
す
る
文
脈
の
中
に
位
置
す
る
。
ウ
ズ
ル
は
発

言
の
終
わ
り
に
あ
る
こ
と
が
多
く
、
発
言
を
軽
く
と
め
た
り
、
言
い
収
め
る
性
質
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ウ
ズ
が
短
く
明
確
に
、
濁
音

で
終
わ
っ
て
強
く
発
音
さ
れ
、

ウ
ズ
ル
は
反
対
に
既
に
語
と
し
て
存
す
る
ウ
ズ
に
更
に
ル
を
添
え
た
形
で
、
長
く
和
ら
か
に
落
ち
着

と
、
言
い
収
め
る
性
質
は
む
し
ろ
「
ウ
ズ
ル
」
に
あ
り
、
「
ウ
ズ
」
は
、
「
発
言
の
中
途
に
多
く
用
い
ら
れ
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

0
「
我
昨
日
の
約
束
の
如
く
、
海
の
水
を
悉
く
飲
み
尽
く
さ
う
ず
。
し
か
れ
ど
も
先
ず
諸
の
川
の
流
れ
を
堰
き
止
め
ら
れ
い
。
そ
の
後

海
を
悉
く
飲
ま
う
ず
る
」
と
言
う
た
れ
ば
（
伊
曾
保
物
語
）

「
左
右
無
う
走
り
出
る
な
ら
ば
、

の
よ
う
な
例
を
示
し
て
お
ら
れ
る
が
、
「
ウ
ズ
」
は
、
こ
の
よ
う
な
「
発
言
の
中
途
」
に
用
い
ら
れ
た
例
ば
か
り
で
な
い
こ
と
は
、
先
に
も

山
内
洋
一
郎
氏
は
「
ウ
ズ
」
と
「
ウ
ズ
ル
」
を
対
比
し
て
、

い
ま
、

ヽ

是
も
二
三
日
は
仕
ろ
う
ず
。
（
八
•
2
1ウ
）

『
捷
解
新
語
』
に
は
、
六
例
の
「
ウ
ズ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
す
べ
て
文
末
の
言
い
切
り
の
例
ば
か
り
で
あ
る
。

太
守
聞
か
れ
て
も
過
分
と
申
し
、
恭
う
存
じ
ま
る
せ
う
ず
。
（
七•
5

ウ
）

ざ
っ
と
の
肴
で
遇
わ
し
ら
る
が
好
う
御
座
ろ
う
ず
。
（
七
・

11
ウ）

然
う
あ
ら
ば
、
装
束
も
為
ま
る
せ
う
ず
。
（
七
・

12
ウ）

振
る
舞
い
の
為
様
も
御
座
る
げ
な
程
に
然
う
心
得
さ
し
ら
れ
て
ゆ
る
り
と
な
さ
れ
う
ず
。
（
八
・

10)

あ
れ
も
逃
げ
う
ず
。

所
詮
武
略
を
し
て
近
付
か
う
ず
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靡
そ
の
名
も
、
そ
の
徳
も
滅
べ
引
~
（
同
•
四
七
三
頁
）

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
気
息
が
そ
こ
で
終
わ
ら
な
い
、
次
に
続
く
勢
い
が
「
ウ
ズ
」
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
物
語
で
は
と

も
か
く
、
実
際
の
言
語
生
活
で
、
対
句
的
な
あ
る
い
は
畳
み
込
む
表
現
を
す
る
機
会
が
そ
れ
ほ
ど
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
ま

た
、
そ
う
言
う
気
息
を
通
常
終
止
と
は
別
の
特
別
な
言
語
の
形
式
で
表
す
と
い
う
の
も
考
え
が
た
い
よ
う
に
思
う
。
「
ウ
ズ
ル
」
は
、
先
程

検
討
し
た
よ
う
に
、
「
ウ
」
「
ウ
ズ
」
に
比
し
て
や
や
古
め
か
し
い
表
現
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
山
内
氏
自
身
、
古
色
を
帯
び
た
「
ウ

ズ
ル
」
に
対
し
て
、
「
ウ
ズ
」
は
、
な
お
、
「
生
き
生
き
と
し
た
当
時
の
口
語
」
で
あ
っ
た
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
。
「
ウ
ズ
ル
」
に
多
く
を

譲
っ
て
、
「
ウ
ズ
」
に
は
日
常
言
語
で
は
使
用
場
面
の
少
な
い
限
ら
れ
た
用
法
し
か
な
か
っ
た
と
み
な
す
の
は
、
か
え
っ
て
一
貫
性
を
欠
く

(11) 

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
節
の
始
め
に
、
言
い
切
り
の
用
法
と
し
て
の
「
ウ
ズ
」
、
引
用
の
「
卜
」
に
直
前
す
る
「
ウ
ズ
」
、
体
言
に
続
く
「
ウ
ズ
」
の
例
を
示

し
た
よ
う
に
、
「
ウ
ズ
」
に
は
、
言
い
切
り
以
外
の
用
法
も
少
な
く
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
狂
言
の
場
合
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
実
際
の
話
し
言
葉
で
は
、
「
ウ
」
と
「
ウ
ズ
」
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
機
能
上
の
差
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
先
に
示
し
た
よ
う
な
「
物
語
る
」
文
に
お
け
る
「
ウ
」
と
「
ウ
ズ
」
の
振
る
舞
い
な
ど
を
見
て
み
る
と
、
特
に
文
末
用
法
の
「
ウ

ズ
」
な
ど
に
は
、
や
は
り
、
「
ウ
」
に
は
な
い
特
有
の
意
味
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
ウ
ズ
」
に
は
、
「
ト
ス
ル
」

「
卜
思
」
の
よ
う
な
更
な
る
限
定
が
付
か
ず
、
そ
の
ま
ま
言
い
切
る
こ
と
が
多
い
。
「
ム
ト
ス
」
の
原
義
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
も

知
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
、
「
ウ
」
と
違
っ
て
、
よ
り
強
く
、
話
者
の
責
任
に
お
い
て
こ
と
わ
る
（
言
い
収
め
る
）
気
持
ち
が
働
い
て
い
た
の
で

次
の
よ
う
な
副
詞
と
の
呼
応
を
見
て
も
、
話
者
が
強
く
言
い
切
っ
て
収
め
る
気
息
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

必
ず
明
日
飲
ま

ii（
伊
曾
保
物
語
・
四
一
七
頁
）

徳
も
な
う
て
誉
れ
を
か
か
げ
う
ず
る
も
の
は
、
必
~
恥
に
会
は
う
ず
（
同
・
四
五
七
頁
）

18 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



「
ウ
ズ
」
に
つ
い
て
（
迫
野
）

も
し
そ
の
こ
と
を
工
ソ
ポ
が
知
ら
ば
、
さ
だ
め
て
奏
聞
申
さ

il（
同
・
四
三
三
頁
）

さ
て
も
無
果
報
な
工
ソ
ポ
か
な
。
い
か
さ
ま
こ
の
崇
り
が
あ
ら
う
ず
（
四
一

0
頁）

こ
の
語
の
意
味
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
点
は
、
金
田
一
春
彦
氏
の
言
わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
不
変
化
助
動
詞
」
と
し
て
の
展
開
と
い
う

(12) 

視
点
で
あ
ろ
う
。
「
終
止
・
連
体
の
合
一
」
現
象
の
中
で
唯
一
終
止
形
に
合
一
し
た
特
例
と
し
て
こ
の
か
た
ち
を
問
題
に
す
る
よ
り
も
、
か

か
る
形
で
「
不
変
化
」
へ
の
歩
を
進
め
た
と
い
う
点
の
方
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
く
推
量
の
助
動
詞
で
あ
る
「
ベ
シ
」
「
マ
ジ
」
が
「
ベ
イ
」
「
マ
イ
」
の
不
変
化
助
動
詞
へ
の
道
を
た
ど
り
、
中
で
も
東
北
方
言
の

「
ベ
イ
」
な
ど
は
、
文
字
ど
お
り
終
助
詞
の
位
置
に
ま
で
行
き
着
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
推
量
の
助
動
詞
の
こ
う
し
た
大
き
な
流
れ
の
中
に

「
ウ
」
と
も
ど
も
「
ウ
ズ
」
も
巻
き
込
ま
れ
て
い
き
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
ま
た
、
そ
の
故
に
「
ウ
」
の
中
に
つ
つ
み
こ
ま
れ
て
、
や
が
て
消

先
に
、
東
国
系
抄
物
に
「
ウ
ズ
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
異
常
さ
に
つ
い
て
述
べ
た
。
東
国
系
抄
物
の
「
ウ
ズ
」
が
、
や
や
普
通

で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
の
は
、
特
に
、

□

東
国
方
言
の
「
ベ
イ
」
を
ま
っ
た
＜
排
し
て
の
「
ウ
ズ
」
へ
の
傾
倒
で
あ
る
こ

と
、
①
関
西
語
系
で
も
「
ウ
」
に
対
し
て
は
劣
勢
で
あ
る
「
ウ
ズ
」
を
、
逆
に
「
ウ
」
を
圧
倒
し
て
多
用
し
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
に
あ

土
地
に
根
を
お
ろ
し
た
古
来
か
ら
の
語
で
あ
る
な
ら
、
関
西
語
の
「
ウ
」
「
ウ
ズ
」
「
ウ
ズ
ル
」
の
よ
う
に
、
不
合
理
と
も
思
え
る
よ
う

な
錯
綜
し
た
言
語
状
況
に
あ
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

一
方
で
、
「
ベ
イ
」
の
存
在
が
予
想
さ
れ
な
が
ら
、
両
者
の
併
用
、
あ
る
い
は
住
み
分

け
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
事
実
は
な
く
、
む
し
ろ
ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
る
よ
う
に
現
れ
る
の
は
、
「
ウ
ズ
」
が
古
く
か
ら
の
土
地
の
言
葉
で

る。 滅
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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は
な
い
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
ま
た
、
あ
る
階
層
の
も
の
が
、
関
西
系
の
こ
と
ば
を
そ
っ
く
り
移
し
て
話
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た

の
な
ら
、
も
う
少
し
関
西
系
の
言
葉
に
似
た
使
わ
れ
方
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
切
の
よ
う
な
状
況
は
、
意
識
し
て
言

葉
の
一
部
を
取
り
替
え
た
、
関
西
語
を
装
っ
た
表
現
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
「
ウ
ズ
」
が
十
分
に
口
頭
に
な
じ
ん
だ
も
の
に
な
り
お
お
せ
て
い
た
こ
と
は
、
東
国
独
自
の
語
形
変
化
を
展
開
さ
せ
て
い
た
こ
と

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
意
志
・
推
量
表
現
を
関
西
語
風
の
言
い
方
に
改
め
る
に
あ
た
っ
て
、
な
ぜ
「
ウ
ズ
」
の
形
を
特
に
選
ん
だ
か
と
い

う
こ
と
は
、
実
例
を
分
析
し
て
も
な
か
な
か
答
え
が
得
ら
れ
そ
う
に
な
い
が
、
前
節
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
「
ウ
ズ
」
に
は
特
に
文
末
に

あ
っ
て
つ
よ
く
主
体
の
立
場
を
こ
と
わ
る
気
持
ち
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
ベ
イ
」
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
か
も
知

れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
東
国
に
一
時
的
に
頻
用
さ
れ
た
「
ウ
ズ
」
の
形
は
、
借
り
物
と
し
て
の
域
を
抜
け
な
か
っ
た
た
め
に
、
あ

そ
の
ま
ま
根
付
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

る
程
度
独
自
の
展
開
を
遂
げ
な
が
ら
、

〈注〉(
l
)
外
山
映
次
「
洞
門
抄
物
に
見
え
る
助
動
詞
「
ヨ
ウ
」
に
つ
い
て
」
国
語
学
46
（昭
36
）

(
2
)大
塚
光
信
「
助
動
詞
ョ
ウ
に
つ
い
て
ー
そ
の
成
立
と
性
格
—
」
国
語
国
文
3
1巻
4

号
（
昭
3
7
)

な
お
、
柳
田
征
司
「
活
用
語
の
語
幹
末
に
生
じ
た
母
音
連
続
（
中
）
」
国
語
国
文
53
巻
3
号
（
昭
5
9
)
に
、
右
の
修
正
意
見
が
あ
る
。

(
3
)
狂
言
以
下
の
数
値
は
、
蜂
谷
清
人
「
助
動
詞
「
う
」
「
う
ず
」
「
う
ず
る
」
の
語
形
・
用
法
に
関
す
る
一
考
察
ー
狂
言
古
本
を
中
心
に
ー
」
国
語
学

86
（昭
46)
（
『
狂
百
台
本
の
国
語
学
的
研
究
』
昭
52)
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
「
う
ず
」
「
う
ず
る
」
「
う
ず
れ
」
を
「
う
ず
（
る
）
」
の
系
列
と
し

て
「
う
」
と
対
比
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
う
ず
」
を
対
比
対
象
と
し
、
「
う
ず
る
」
「
う
ず
れ
」
を
参
考
形
と
し
て
示
す
形
に
し
た
。

(
4
)
中
村
通
夫
「
国
語
に
於
け
る
東
西
方
言
交
渉
史
上
の
諸
問
題
」
国
語
と
国
文
学
14
巻
7
号
（
昭
1
1
)

(
5
)
金
田
弘
「
助
動
詞
ベ
イ
と
洞
門
抄
物
」
『
田
辺
博
士
古
稀
記
念
助
詞
助
動
詞
論
叢
』
（
昭
54)

外
山
映
次
氏
注
l
論
文
で
は
東
国
に
お
け
る
「
ヨ
ウ
」
と
「
ベ
イ
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
一
般
人
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
知
識
層
に
あ
る
僧
侶

階
級
と
ド
級
武
卜
な
い
し
一
般
人
の
用
語
と
の
間
に
は
、
あ
る
程
度
の
へ
だ
た
り
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
は
、
抄
物
と
い
う
独
自
の
環
境
の
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「
ウ
ズ
」
に
つ
い
て
（
迫
野
）

中
で
育
っ
た
一
種
の
口
語
文
的
な
言
い
方
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。

(
6
)
大
塚
光
信
「
ウ
ズ
と
ウ
ズ
ル
」
国
語
国
文
25
巻
9
号
（
昭
31)

(
7
)
山
内
洋
一
郎
「
助
動
詞
「
う
ず
」
に
つ
い
て
ー
連
体
形
終
止
の
異
例
と
し
て
ー
」
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
23
巻
3
号
（
昭
39)
い
ま
『
中
世
語
論

考
』
（
平
成
l
)

に
よ
る
。

大
塚
光
信
氏
「
抄
物
と
そ
の
助
動
詞
三
つ
」
国
語
国
文
35
巻
5
号
（
昭
41)
に
山
内
説
に
対
す
る
疑
問
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
伊
曾

保
物
語
の
場
合
、
連
体
形
に
は
「
ウ
ズ
ル
」
が
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点
は
‘
―
つ
の
問
題
で
あ
る
。
「
ウ
ズ
ル
」
は
、
文
末
言
い
切
り

の
位
置
に
も
来
る
と
い
う
点
で
は
、
「
ウ
ズ
」
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
の
他
の
面
で
は
、
む
し
ろ
「
ウ
」
と
多
く
そ
の
用
法
が
重
な
る

と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

(
8
)
酒
井
憲
二
「
天
草
本
伊
曾
保
物
語
の
文
章
」
日
本
大
学
文
学
部
研
究
年
報
7

（昭
31
）

(
9
)
天
草
本
伊
曾
保
物
語
に
お
け
る
「
ウ
」
と
「
ウ
ズ
」
の
こ
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
中
出
惇
氏
「
天
草
本
伊
曾
保
物
語
に
お
け
る
助
動
詞
「
ウ
」
と

「
ウ
ズ
」
に
つ
い
て
」
愛
知
大
学
文
学
論
叢
28
（昭
40
）
に
指
摘
が
あ
る
。

(10)
城
田
俊
「
八
う
／
よ
う
＞
の
基
本
的
意
味
」
国
語
学
llO
（昭
52
）

(11)
蜂
谷
清
人
氏
注
3
論
文
も
、
「
ウ
ズ
」
が
中
止
法
な
い
し
対
句
的
表
現
に
積
極
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
「
ウ
ズ
」

に
は
、
話
し
手
が
つ
よ
く
こ
と
わ
る
気
持
ち
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
止
法
な
い
し
対
句
的
表
現
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の
も
、
そ
う
し
た
話

し
手
が
つ
よ
く
こ
と
わ
る
気
持
ち
の
表
現
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(12)
金
田
一
春
彦
「
不
変
化
助
動
詞
の
本
質
ー
主
観
的
表
現
と
客
観
的
表
現
の
別
に
つ
い
て
ー
」
国
語
国
文
22
巻
2
.
3
号
（
昭
28)
（
『
日
本
の
言
語

学
第
三
巻
文
法
ー
』
）
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